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国
連
の
欧
州
経
済
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｅ
）
が
十
一
月

十
二
日
～
十
五
日
ま
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
で
開

催
し
た
「
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
た
国
際
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
原
子
力
が
初
め
て
議
題
の
一

つ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
高
度
な
脱
炭
素
化
を
進
め
る
に

あ
た
り
原
子
力
が
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
く
か
議
論

が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
約
三
○
年
前

に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
を
経
験
し
た
同
国
政
府
が
、

Ｅ
Ｃ
Ｅ
を
始
め
と
す
る
国
連
の
五
地
域
の
経
済
委
員
会

と
共
催
し
た
。
そ
の
中
で
、世
界
原
子
力
協
会
（
Ｗ
Ｎ
Ａ
）

と
国
際
原
子
力
機
関
は
「
原
子
力
と
持
続
可
能
な
発
展
：

脱
炭
素
化
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
原

子
力
の
役
割
」
と
題
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
共
同
で

開
催
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
石
炭
産
業
省
次

官
は
、同
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー・

イ
ン
フ
ラ
の
中
で
原
子
力

が
今
や
主
要
な
柱
と
な
っ

て
い
る
事
実
に
言
及
し
た
。

同
国
の
複
数
の
専
門
家
も
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
持
続
可
能

な
発
展
と
い
う
目
標
に
原

子
力
が
い
か
に
貢
献
し
て

い
る
か
を
紹
介
し
た
ほ
か
、

英
国
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
参
加

者
は
、
高
度
な
脱
炭
素
化
の

実
現
で
原
子
力
が
寄
与
し

て
い
る
国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
モ
デ

レ
ー
タ
を
務
め
た
リ
ー
シ
ン
グ
Ｗ
Ｎ
Ａ
事
務
局
長
は
、
二

○
一
五
年
に
採
択
さ
れ
た
パ
リ
協
定
に
つ
い
て
、「
世
界

の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て
２
度
Ｃ

よ
り
十
分
低
く
保
つ
」
と
い
う
目
標
の
達
成
に
向
け
た

動
き
が
世
界
で
は
あ
ま
り
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
い
と
述

べ
た
。
片
や
、
世
界
三
○
ケ
国
で
稼
働
す
る
約
四
五
○

基
の
商
業
炉
は
、
世
界
の
総
発
電
電
力
量
の
約
十
一
％

を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
二
○
一
五
年
に
は
低
炭
素
電

源
の
中
で
も
二
番
目
に
大
き
い
約
三
○
％
と
い
う
発
電

シ
ェ
ア
を
達
成
。
毎
年
、
約
二
○
億
ト
ン
も
の
二
酸
化

炭
素
排
出
抑
制
に
原
子
力
が
貢
献
し
て
い
る
と
強
調
し

た
。
同
事
務
局
長
は
ま
た
、
現
在
の
原
子
力
発
電
は
過

去
六
○
年
に
わ
た
る
技
術
革
新
や
供
給
チ
ェ
ー
ン
が
生

み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
信
頼
性
の
高
い
電
力
を
大
規

模
か
つ
適
価
で
提
供
で
き
る
と
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
議
論
総
括
で
も
、「
ク
リ
ー
ン
な
電
力
へ
の
需
要
増

に
対
応
す
る
た
め
、
世
界
の
原
子
力
産
業
界
は
二
○
五

○
年
ま
で
に
原
子
力
で
約
二
五
％
の
電
力
を
供
給
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
た
」
と
指
摘
。
そ
の
た
め
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
他
の
低
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
も
、
協
働
し
て
い
く
考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比

で
は
、
先
月
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
で
登
場

し
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
と
両
市
の

関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
母
校
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
連

邦
工
科
大
学
の
教
授
だ
っ
た
一
九
一
三
年

九
月
二
四
日
に
ウ
ィ
ー
ン
の
市
立
公
園
近

く
の
音
楽
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
八
五

回
ド
イ
ツ
自
然
科
学
者
・
物
理
学
者
学
会

の
年
会
で
招
待
講
演
を
し
て
い
る
。
四
千

人
以
上
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
。
一
九
一
五

年
に
発
表
さ
れ
る
一
般
相
対
性
理
論
に
繫

が
る
重
要
論
文
の
発
表
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
一
九
年
の
皆
既
日
食
を
利

用
し
て
、
一
般
相
対
性
理
論
に
よ
り
予
測

さ
れ
る
太
陽
近
傍
で
の
星
か
ら
の
光
の
曲
が
り
を
確
認

し
た
こ
と
で
理
論
の
正
し
さ
が
認
め
ら
れ
、
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
は
世
界
で
最
も
有
名
な
物
理
学
者
と
な
っ
た
。

一
九
二
一
年
一
月
に
も
ウ
ィ
ー
ン
大
学
実
験
物
理
学
教

授
の
エ
ー
レ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
世
話
に
よ
り
、
同
大
学
物

理
学
研
究
所
で
講
演
し
た
ほ
か
、
市
中
の
大
ホ
ー
ル
で

の
一
般
講
演
で
は
三
千
人
以
上
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
。

　

一
方
、
改
造
社
に
よ
る
日
本
招
待
に
よ
り
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
九
二
二
年
十
月
に
定
期
貨
客
船
北

野
丸
に
乗
り
マ
ル
セ
イ
ユ
を
発
っ
た
。
船
上
の
十
一

月
十
二
日
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
の
報
を
聞
く
。

十
一
月
十
七
日
に
は
神
戸
港
へ
入
港
し
、
山
本
改
造
社

社
長
、
長
岡
半
太
郎

東
京
帝
大
教
授
、
石

原
純
東
北
帝
大
教
授

な
ど
が
出
迎
え
た
。

そ
の
日
は
神
戸
か
ら

京
都
ま
で
汽
車
で
移

動
後
、
日
本
の
第
一

夜
は
京
都
の
都
ホ
テ

ル
に
宿
泊
し
た
。
翌
日
は
下
鴨
神
社
、
平
安
神
宮
な
ど

を
車
で
見
学
し
、
東
京
に
移
動
し
た
。
そ
の
後
、
十
二

月
二
九
日
ま
で
、
東
京
、
仙
台
、
大
阪
な
ど
各
地
の
大

学
等
で
講
演
を
行
っ
た
。
京
都
に
は
十
二
月
九
日
に
戻

り
十
七
日
ま
で
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
十
日
に
は
京
都

市
公
会
堂
で
約
千
人
の
聴
衆
を
相
手
に
講
演
し
、
十
四

日
に
は
京
都
大
学
で
学
生
約
千
五
百
人
に
講
演
し
て
い

る
。
京
都
で
は
、
知
恩
院
、
清
水
寺
、
西
本
願
寺
、
御

所
な
ど
を
見
学
し
た
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
両
市
で

熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
た
の
が
共
通
し
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
著
者
は
高
校
時
代
に
「
物
理
学
は

い
か
に
創
ら
れ
た
か
」(

岩
波
新
書
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
、イ
ン
フ
ェ
ル
ト
共
著
、石
原
純 

訳)

な
ど
を
読
ん
で
、

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
憧
れ
、
物
理
ば
か
り
で
な
く
数

学
も
良
く
勉
強
し
た
。
東
大
入
試
が
中
止
と
な
り
、
大
学

入
学
後
も
半
年
間
授
業
が
な
い
な
ど
激
動
の
時
代
だ
っ

た
が
、皆
夢
と
希
望
に
溢
れ
て
い
た
。両
市
と
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し

つ
つ
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
一
九
二
一
年
に
ウ
ィ
ー

ン
で
講
演
し
た
時
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純   

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　

  

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長 

■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 
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ウ
ィ
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京
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